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研究成果の概要（和文）：英語母語話者による聴き取り実験の結果を分析・考察することにより、日本人の話す英語音
声特性のうち、(1)流音の誤発音、(2)破裂音・摩擦音の弱さおよび誤発音、(3)母音の長さの変更、(4)強勢アクセント
の間違い・非実現、(5)トーン・ユニットにおける区切り方の間違い、の５つの音声特性が、通じなさに関わる中心特
性であることがわかった。中でも特に、(a) 気息を伴わない語頭の破裂音、(b) 複合語アクセントの非実現、は日本人
英語にいくら慣れた英語母語話者であっても、インテリジャビリティを著しく損なう特性であり、日本人英語学習者が
最初に矯正し、学習すべき特性であると言える。

研究成果の概要（英文）：Through analyses of the transcription of Japanese EFL speakers' speech by English 
native speakers, we have identified those features that would impede intelligibility: (1) mispronunciation
 of liquids (2)mispronunciation and/or weakening of plosives, fricatives & affricates; (3)vowel length alt
ernation; (4)misplacement or absence of word and phrase stress; (5)improper segmentation of words, phrases
 and sentences. It has also been found out that, among those features, (a)unaspirated plosives at the begi
nning of words, (b)absence of compound stress are the features that would most severely hinder communicati
on with even English native speakers well-exposed to Japanese accents. These findings will contribute effe
ctive teaching, especially the prioritization of phonological instructions.   
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１．研究開始当初の背景 
英語は、母語話者・非母語話者に関わらず、
世界の人々がコミュニケーションをはかる
手段―リンガフランカ(Ligua Franca)となっ
ている。このような状況の下、世界では、シ
ンガポール英語など、それぞれの母語の影響
を受けた様々な英語変種が存在するが、それ
らを変種(World Englishes)として容認する
一方で、意思疎通のために最低限必要な英語
音声のリンガフランカ中心特性 (core 
features)を確立しようとする試みがなされ
てきている。中心特性の特定は、英語発音教
育・学習において優先的に改善すべき特性と
そうでない特性の峻別につながる点で、大き
な意義がある。 
 
Jenkins (2000, 2002)は、リンガフランカ中
心特性と非中心特性の確立を提唱し、中心特
性として、(1)子音の発音,(2)語頭破裂音の
気息音,(3)母音の長さの維持など、いくつか
の項目を挙げている。しかしながら、日本人
音声に特化した中心特性の研究は、Tsuzuki & 
Nakamura(2009)により始まったばかりであ
る。 
 
２．研究の目的 
本研究は「アジアのリンガフランカとして、
日本語母語話者の話す英語の音声面におけ
る中心特性（コミュニケーションの阻害要因
に関わる音声特性）の確立」を目的としてい
る。日本語母語話者の話す英語に関する中心
特 性 の 研 究 に つ い て は 、 Tsuzuki & 
Nakamura(2009)により、日本人英語に慣れた
英語母語話者を対象とした日本人理系院生
の英語音声の聴き取り実験を通じて、始まっ
たばかりである。しかも、日本人が英語でコ
ミュニケーションをはかる相手は、日本人英
語に慣れた英語母語話者だけに限られるわ
けではない。 
 
本研究では、聴き取り実験の対象を日本人英
語に慣れていない英語母語話者、さらには韓
国語母語話者、中国語母語話者などの非英語
母語話者に広げ、英語母語話者、非英語母語
話者に関わらず、日本語母語話者が英語でコ
ミュニケーションをする際の、コミュニケー
ションの阻害要因となる英語音声特性、すな
わち中心特性を特定することを目標とする。
以上の研究により得られた知見をもとに、よ
り効率的な英語発音矯正（学習）方法を探る。
中心特性と非中心特性の区別は、英語学習に
おける優先課題の指針となるため、英語教育
という観点からも有効だからである。 
 
３．研究の方法 
Tsuzuki & Nakamura(2009)の研究を出発点と
して、実験方法を精査した上で、聴き取り実
験の対象者を日本人英語に慣れていない英
語母語話者、さらには韓国語母語話者、中国
語母語話者など非英語母語話者に広げるこ

とにより、母語話者・非母語話者間および非
母語話者間コミュニケーションの阻害要因
となる日本人英語音声特性の解明を試みる。
そのため、次の方法で行なった。 
 
(1)日本人英語に慣れている英語母語話者と
対象とした日本人英語音声の聴き取り実験
の結果を、英語音声の音声解析ソフトによる
分析を含め、詳細に分析・考察を行った。 
 
(2)日本人英語に慣れていない英語母語話者
（ミシガン大学大学生・院生 23 名）による
聴き取り実験を行った。日本滞在歴・日本語
学習歴を含めたアンケート、聴き取りによる
転記、理解度評定の順に行った。結果を分
析・考察し、日本語母語話者の英語音声特徴
の中で、コミュニケーションの阻害要因とな
る重要な特性（中心特性）と阻害要因となら
ない特性を峻別した。具体的には転記された
ものから、聞き取れなかった語句および聞き
誤った語句を抽出し、その要因を探り、中心
特性を特定した。 
 
(3)日本にいる韓国語母語話者を対象に、同
様の聴き取り実験を行った。日本語学習歴を
含めたアンケート、聴き取りによる転記、理
解度評定の順に行った。現在、分析中であり、
その結果を第六回 English as Lingua Franca
（アテネにて 2014 年 9 月）で発表する予定
である。実験遂行・分析に手間取り、当初の
予定より遅れているが、今後、韓国および中
国で韓国語母語話者および中国語母語話者
を対象に実験を行い、その結果を分析考察し、
最終的に非英語母語話者とのコミュニケー
ションにおける中心特性の抽出を行う予定
である。 
 
４．研究成果 
(1) 日本人英語に慣れている英語母語話者
を対象とした日本人英語音声の聴き取り実
験の結果を、英語音声の音声解析ソフトによ
る分析を含め、詳細に分析・考察を行った。
その結果、日本人理系院生の英語音声特性の
うち、①流音の誤発音、②破裂音・摩擦音の
誤発音および発音の弱さ、③母音の長さの変
更、④強勢アクセントの間違いおよび非実現、
⑤トーン・ユニット関わる間違いと中核強勢
の間違い・非実現、の 5つの特性が通じなさ
に関わる重要な中心特性であることがわか
った。①については、日本語では 2種類の流
音の区別がないことが誤発音になる要因で
あり、②についても、気息を伴わず、短く、
かつ弱く発音する日本語の破裂音の転移が
英語破裂音の弱さの原因と考えられる。④に
ついても、日本語は強勢アクセント言語では
ないため、日本語母語話者にとって英語を発
する場合も、強勢のアクセントが実現はむず
かしくなるのである。さらに、英語は強勢に
よりリズムをとる言語であるが、日本語のモ



ーラ（拍）によるリズムの影響を受け、二拍
ごとに弱い強勢がつく変なリズムになって
しまう傾向もあることがわかった。その上、
複合語の場合、第一要素に強勢が置かれなけ
ればならないが、実現されない場合がほとん
どであることもわかった。これら強勢に関わ
る誤発音がミスコミュニケーションを引き
起こす大きな要因となるのである。Jenkins
では、強勢ストレスは英語圏内の方言差もあ
り、非中心的特性であるとされているが、日
本人の英語音声特性においては中心特性で
あると考えるべきである。以上の研究成果は、
Nishio & Tsuzuki(2008)で発表された。さら
に論文にまとめたものは、大学英語教育学会
紀要(JACET JOURNAL)no.58 に掲載された
(Nishio & Tsuzuki 2014))。 
 
(2)日本人英語に慣れていない英語母語話者
を対象とした日本人英語音声の聴き取り実
験の結果を、分析・考察を行い、コミュニケ
ーションの阻害要因に関わる中心特性を抽
出した。その結果を、日本人英語に慣れてい
る英語母語話者を対象として実験結果と比
較した。その結果、以下のことがわかった。 
５つの中心特性（①流音の誤発音、②破裂
音・摩擦音の誤発音および発音の弱さ、③母
音の長さの変更、④強勢アクセントの間違い
および非実現、⑤トーン・ユニット関わる間
違いと中核強勢の間違い・非実現）の中で、
①気息に欠ける語頭の破裂音の弱さ、②複合
語アクセントの非実現が、インテリジャビリ
ティを特に著しく低下させることがわかっ
た。これらの特性は、英語母語話者が日本人
の話す英語にいくら慣れたとしても、ミスコ
ミュニケーションの要因となる重大な特性
である。すなわち、これらの音声特性は、日
本人英語学習者が、まず第一に矯正する必要
のある誤発音だと言える。 
一方、日本人英語に慣れていない英語母語
話者にとっては、①流音の誤発音②破裂音・
摩擦音の弱さ③強勢アクセントの間違い・非
実現などに加え、④/ɚː/の誤発音が、コミュ
ニケーションの阻害要因になることがわか
った。これらの音声特性は、日本人英語に慣
れた日本で教えている英語母語話者教員に
とっては、たとえ日本人英語学習者が間違っ
て発音しても、理解できてしまうので、無自
覚に受け入れてしまうということになりや
すい誤発音と言えよう。英語母語話者教員は、
その点を自覚し、気をつける必要があるとい
うことになろう。 
以上の研究成果は、Tsuzuki & Nishio 
(2011),Tsuzuki, Nishio & Bong(2013)で発
表された。現在、論文にまとめている。 
 
(3) 韓国語母語話者を対象とし、同様の聴き
取り実験を行った。日本滞在歴・日本語学習
歴を含めたアンケート、聴き取りによる転記、
理解度評定の順に行った。現在、分析中であ

るが、英語母語話者を対象とした実験結果と
同様、子音の誤発音・弱さなどが、コミュニ
ケーションの阻害要因に関わる特性と考え
られる一方、韓国語母語話者の場合は、強勢
アクセントの間違い・非実現は、コミュニケ
ーションの阻害要因には関わらない可能性
があるなど、異なる結果も出てきている。母
語である韓国語が日本語と同じく、強勢アク
セントを有さない言語であることが原因で
あるかもしれない。今後、実験結果を精査・
分析し、その結果を第六回 English as Lingua 
Franca（アテネにて 2014 年 9 月）で発表す
る予定である。 
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